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経営方針

私たちは、信頼に対し「信用・奉仕・創造」をもって行動します。
行動規範として

経 営 理 念

私たちは、協同組合精神のもと地域金融機関として、ＪＡとともに金融サービスの提供を通して
農家経営の向上を図り、併せて岩手の農業と地域経済の発展に貢献します。

存在意義として

私たちは、ＪＡバンクの一員として、コンプライアンスをモットーに安定的で健全な経営を目指します。
経営姿勢として

基 本 戦 略 〜基本目標達成のための戦略の柱〜

・農業・地域の成長支援

・貸出の強化

・ライフプランサポートの実践

・組合員・利用者接点の再構築

・東日本大震災からの復興支援

・ＪＡ・県域一体の変革実践

・ＪＡの内部管理態勢構築・健全性確保

・運用資産の見直し並びに業務の変革による当会収益の確保と還元実施

第18次経営3か年計画

基 本 目 標 〜経営理念の実現に向けた３年後のあるべき姿〜

農業法人・地場企業等の成長支援により、地域経済の活性化に貢献できていること。

ＪＡバンク岩手の事業運営体制の合理化・効率化が進展し、機能集約による質の高いサービスが提供で
きていること。

経営指導の強化により、ＪＡが総合事業体として運営していくために必要となる高度な内部管理態勢が
確保されていること。

上記により、ＪＡバンク岩手の持続可能な経営基盤への変革が進展していること。その進展を支える当
会の収益力が確実に向上していること。
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社会的責任・地域貢献情報

■地域からの資金調達の状況
当会の資金は、その大半が県内ＪＡにお預けいただ
いている農家組合員および地域のみなさまの大切な財
産である貯金を源泉としております。

■地域への資金供給の状況
当会では、農業関連団体のみなさまはもとより、岩
手県をはじめとする地方公共団体、さらには地域経済
を支える地元企業のみなさまにもさまざまな用途の資
金をご用意し幅広い融資を行っております。

会員JA等　7,895億円（96.4％）会員JA等　7,895億円（96.4％）

准会員
138億円（1.7％）
准会員
138億円（1.7％）

貯金残高
8,193億円
貯金残高
8,193億円

その他
158億円（1.9％）
その他
158億円（1.9％）

［令和3年9月末］

●貯金残高の内訳

［令和3年9月末］

地方公共団体
936億円（59.6％）
地方公共団体
936億円（59.6％）

貸出金残高
1,570億円
貸出金残高
1,570億円

その他
370億円（23.6％）
その他
370億円（23.6％）

准会員
27億円
（1.8％）

准会員
27億円
（1.8％）

会員の組合員
36億円（2.3％）
会員の組合員
36億円（2.3％）

●貸出金残高の内訳
会員JA等
198億円（12.7％）
会員JA等
198億円（12.7％）

■地域密着型金融への取り組み
当会は、農業専門金融機関として、食の安全と安心を地域のみなさまにお届けすることを金融面からサポート
するとともに、地域のみなさまの事業や生活の向上に資するべく幅広い金融サービスの提供に努めております。
これらを実現するため、「農業金融センター」を設置し県内ＪＡの「担い手金融リーダー」と連携して、農業者
のみなさまからの幅広い金融相談対応や金融サービスの提供に努めるとともに、農業者の所得増大に向けて各種
事業に取り組んでおります。
また、地域経済の発展に向けて、地場企業のみなさまに対する経営支援や資金融通、地域住民のみなさまへの
貯蓄手段や生活資金ニーズにお応えする商品提供に、ＪＡと一体となって取り組んでおります。

農業所得増大と地域活性化への取り組み
県内ＪＡの「担い手金融リーダー」と一緒に農業者のみなさまを訪問する

「出向く活動」の実践に加え、新農業人フェアにおける農業資金相談ブースの
出展などにより、農業資金や農業経営に関する相談に対応しております。
また、農業経営の金融負担の軽減に向けて、農業近代化資金やアグリマイ
ティー資金等の保証料助成を実施しております。

金融円滑化に向けた取り組み
当会では、「金融円滑化にかかる基本的方針」を定め、協同組織金融機関と
して、「健全な事業を営む農業者をはじめとする地域のお客さまに対して必要
な資金を円滑に供給していくこと」を、「当会の最も重要な役割のひとつ」と
して位置付け、その実現に向けて取り組んでおります。
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自然災害による農業被害等への金融支援

豪雨・台風などの自然災害等による農業経営の被害に対し、一日でも早い復旧・営農再開に資するよう、迅速
な金融支援対応を可能とする「ＪＡバンク自然災害対応特別支援資金」を制定し、被災農家の資金需要に対応し
ております。
なお、今年度は令和２年12月の豪雪による、県南部を中心とした水稲育苗ハウスや園芸ハウス等の倒壊被害に

対して資金対応しております。

経営者保証に関するガイドラインへの対応
当会は、経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会および日本商工会議所が事務局）が公表した

「経営者保証に関するガイドライン」を尊重し、本ガイドラインに基づき、誠実に対応するよう努めております。

■お客様本位の業務運営に関する取組方針
当会では、2017年３月に金融庁より公表された「顧客本位の業務運営に関する原則」を採択
するとともに、利用者のみなさまの安定的な資産形成に貢献するため、取組方針を設定いたし
ました。
今後、本方針に基づく取組みの状況を定期的に公表するとともに、よりお客様本位の業務運
営を実現するため本方針を必要に応じて見直してまいります。

https://www.jaiwate.or.jp/jabank/shinren/customer

持続可能なJA経営基盤の確立・強化に向けた取り組み

ＪＡいわてグループでは、「農家組合員の所得増大・農業生産の拡大」に向けて、「ＪＡいわてグループ農業担
い手サポートセンター」を設置し、「ＪＡいわてグループ農業担い手サポート事業」に取り組んでおります。
当会においても、下記事業を中心として「同サポート事業」に取り組むほか、金融業務の効率化策や各種サー
ビス提供に取り組むことにより、農業および地域の発展に貢献していきます。

・農業応援金融商品の企画・販売	 　　・移動店舗車の配備
・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた農業者へのキャンペーン等による支援

地域の活性化（組合員・利用者へのサービス提供を通じた地域の活性化）

・ＪＡ営農・経済事業の成長・効率化支援
・持続可能な収益性・健全性確保の検証に向けた早期警戒制度見直しの概要周知

持続可能なＪＡ経営基盤の確立

・「出向く活動」の実践	 	 　　・農業資金・農業経営に関する相談対応
・農業近代化資金等の保証料助成

農家組合員の所得増大・農業生産の拡大
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文化的・社会的貢献活動

年金相談会の実施
年金に関するお悩みをしっかりサポートするため、県下ＪＡ22店舗で社会保険労務士による無料年金相談会を
開催し、多くのみなさまの相談に応じ、各種手続き等のお手伝いをさせていただきました。

友信会の活動
友信会は、当会が融資のお取引をいただいている各企業様を会員とし、金融の円滑化を図るとともに、会員相
互の親睦・交流・情報交換の場を提供することを目的に運営しております。
（会員数112社　令和３年９月末）

岩手県学校農業クラブ連盟大会への支援
農業を学ぶ高校生が日ごろの学習成果を披露する場として開催している「岩手県学校農業クラブ連盟大会」（県
学校農業クラブ連盟主催）において、最優秀賞受賞校に対し、「ＪＡバンク賞」として賞状と副賞を授与し、将来
の農業を担う学生を後押ししております。

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた対応

①ＪＡバンク岩手の取り組み
ＪＡバンク岩手では、組合員・利用者のみなさまの健康・安全を最優先に、新型コロナウイルス感染防止対策

に取り組むとともに、金融サービスの提供を続けるため、飛沫防止のアクリル板の設置、職員の常時マスク着用、
手洗い・消毒など様々な対策を実施しております。

②当会の取り組み
●当会内に「ＪＡ岩手県信連新型コロナウイルス感染症対策本部（本部長：理
事長）」を設置し、新型コロナウイルス感染症対策事業継続計画（BCP）を策定
するとともに最優先業務の抽出および最低要員を取りまとめ、当会におけるス
プリットチームを編成して新型コロナウイルス感染症対策を図っております。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響を受けているＪＡ組合員等農業者の
みなさまや地元企業のみなさまの資金繰りのご支援ができるよう相談窓口を設
置しております。

●ご相談者さまの負担軽減につながる日本政策金融公庫のセーフティネット資
金やアグリマイティー資金等のＪＡプロパー資金活用に加え、既往債務返済を
支援するため、「ＪＡ農業経営維持継続資金（危機対応）」を創設しております。
条件変更等のお申込みに柔軟かつ迅速に対応できるよう、お客さま本位の姿勢
で真摯かつ丁寧に継続して取り組んでまいります。

●ＪＡとの業務継続として、テレビ会議システムやWebによるリモートでの会
議や研修をさらに有効活用し、感染症対策に努めております。
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ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは
Sustainable  Development  Goalsの略

2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンタ」に
記載された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際社会共通の目標。17の
ゴール（目標）から構成され、「地球上の誰一人取り残さない」ことを誓っている。

農業の持続的発展
●農業者の所得向上支援策
　（農業資金借入に伴う保証料助成）
●利子補給制度
　（気候変動の影響等により被災し
た農業者支援）

●ＪＡバンク岩手農業法人経営
者セミナーの開催

●ＪＡバンク岩手農業法人経営
塾の開催

●いわて食の大商談会への参画
による農産物の販路拡大支援

●新規就農者交流会の開催
●岩手県学校農業クラブ連盟大会への支援

多様な関係者・仲間との連携
●岩手県中小企業家同友会との
包括連携協定

●産学官連携の取り組み（いわて
アグリフロンティアスクール）

●岩手県協同組合間提携協議会
との連携

●フードドライブ活動、社会福祉
法人の支援（物品購入）

豊かな地域社会づくり
●ＪＡバンク岩手グラウンド・ゴ
ルフ大会、ゲートボール大会
の開催

●県内小学校への食農教育教材
本の贈呈（ＪＡバンク岩手食
農教育応援事業）

●ＪＡバンク岩手ＪＡバンクカッ
プの開催

●移動店舗車の配備支援、ＪＡネットバンク、
　ＪＡバンクアプリ
●ボランティア活動（清掃活動等）

環境保全等の取り組み
●会議等におけるペーパーレス
●クールビズ

SDGs（持続可能な開発目標）の取り組み

当会は、協同組合精神のもと、「岩手の農業と地域経済の発展に貢献」「安定的で健全な経営」「信用・奉仕・創
造」の経営理念に基づき、事業活動を通じて、持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。
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■主要勘定の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)　

令和２年９月末 令和３年３月末 令和３年９月末

貯 金 817,250 814,819 819,314

貸 出 金 157,160 162,703 157,020

有 価 証 券 180,308 194,850 178,240

預 け 金 528,272 504,110 533,953

［注］1.有価証券には、買入金銭債権および金銭の信託を含んでおりません。

■損益の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)　

令和２年９月末 令和３年３月末 令和３年９月末

事  業  純  益 754 341 1,077

実 質 事 業 純 益 754 397 1,077

コ ア 事 業 純 益 665 445 888

コ ア 事 業 純 益
（投資信託の解約損益を除く） 644 670 941

経  常  利  益 993 662 1,606

当 期 剰 余 金 744 529 1,280

［注］1.事業純益＝事業収益－（事業費用－金銭の信託運用見合費用）－一般貸倒引当金繰入額
2.コア事業純益＝事業純益+一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益
国債等債券関係損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券売却損、国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

■自己資本比率の状況
(単位：百万円、％)　

令和２年９月末 令和３年３月末 令和３年９月末

コア資本に
かかる基礎項目

会員資本 41,046 40,478 41,759

引 当 金 2,297 2,377 2,357

適格旧資本調達手段 − − −

コア資本にかかる調整項目 5 2 2

自己資本総額 43,337 42,854 44,115

リスク・アセット等計 310,002 316,425 324,283

自己資本比率 13.97 13.54 13.60

上半期の経営状況
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■有価証券等時価情報

■金融再生法開示債権（単体）
(単位：百万円)　　　

債　権　区　分 令和２年９月末 令和３年３月末 令和３年９月末
破産更生債権およびこれらに準ずる債権 499 347 342

危 険 債 権 2,176 2,403 2,470
要 管 理 債 権 −  −  − 
小 　 　 　 　 計 2,675 2,751 2,812
正 常 債 権 155,762 161,316 155,633
合 　 　 　 　 計 158,438 164,068 158,446

［注］１. 破産更生債権およびこれらに準ずる債権とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれら
に準ずる債権をいいます。

２. 危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財務状況および経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収および利息の受
取ができない可能性の高い債権をいいます。

３. 要管理債権とは、3か月以上延滞債権で、注 1および注 2に該当しないものおよび貸出条件緩和債権をいいます。
４. 正常債権とは、債務者の財務状況および経営成績に特に問題ないものとして、注１、注２および注３に掲げる債権以外のものに区分される債権を
いいます。

■リスク管理債権の状況（単体）
(単位：百万円)　　　

区　分 令和２年９月末 令和３年３月末 令和３年９月末
破 綻 先 債 権 額 137 − −
延 滞 債 権 額 2,498 2,717 2,780
3 か 月 以 上 延 滞 債 権 額 − − −
貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 − − −
　　　合　　　計　　（A） 2,635 2,717 2,780
担保・保証による保全額（B） 1,018 289 818
個別貸倒引当金引当額（C） 1,456 2,420 1,956
担保・保証等控除後債権額

（A-B-C） 160 7 5

［注］１. 破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないもの
として未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分は除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令第 96
条第１項第３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じているものをいいます。

２. 延滞債権とは、未収利息不計上貸出金で、注１に掲げるものおよび債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予したもの
以外のものをいいます。

３. ３か月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３か月以上延滞している貸出金（注１、注２に掲げるものを除く。）をい
います。

４. 貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払い猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他
の債務者に有利となる取り決めを行った貸出金（注１、注２および注３に掲げるものを除く。）をいいます。

【有価証券】 (単位：百万円) 

区 分 令和２年９月末 令和３年３月末 令和３年９月末

取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益

売買目的 ー ー ー ー ー ー ー ー ー

満期保有目的 ー ー ー 597 597 0 582 586 4

その他 176,485 180,308 3,823 191,264 194,850 3,586 173,726 178,240 4,513

合　計 176,485 180,308 3,823 191,861 195,448 3,586 174,309 178,827 4,517

［注］有価証券の時価は、各基準日における市場価格等に基づいて算出してお
ります。取得価額は、満期保有目的有価証券またはその他目的有価証券
については償却原価適用後、減損後の帳簿価額を記載しております。

【金銭の信託】 (単位：百万円) 

区 分 令和２年９月末 令和３年３月末 令和３年９月末

取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益

運用目的 ー ー ー ー ー ー ー ー ー

満期保有目的 ー ー ー ー ー ー ー ー ー

その他 5,500 5,092 △ 407 5,000 4,737 △ 262 5,000 4,797 △ 202

合　計 5,500 5,092 △ 407 5,000 4,737 △ 262 5,000 4,797 △ 202

［注］金銭の信託の時価は、各基準日における市場価格等に基づいて算出して
おります。取得価額は、その他目的金銭の信託については償却原価適用
後、減損後の帳簿価額を記載しております。

※計数は、原則として単位未満を切り捨てのうえ表示していることから、合計増減などが表示上の計算と一致しない場合があります。
※構成比は100に調整しております。
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